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車椅子座庄分布に及ぼす背部脂肪量 と座位姿勢 ･クッションの影響
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(Abstract)

PhysicaltherapistsandoccupationaltherapistsareOfteninvolvedinassesslngtheseatingpositions

needsofpatientswhohavequadripleglaOrhemiplegla.

Onecomponentofthisprocessinvolvesdete-inlngtheappropriateuseofwheelchaircushionsand

pressure-relievlngtechniquestopreventpressuresoresandthepoorposture･Elevenhealthypeople

(averageage21.8±2.5;5males)participatedinthisstudy.Thepurposeofthisstudywastoassessthe

seatingpressureinawheelchairusingOfthreetypesofcushions,andtoassesstheeffectsofhipfat

thicknessonthedistributionofseatingpressureinawheelchair.Inaddition,seatingpressuresunder

bonyprominenceswereassessedintheneutralpostureandata30-degreesforwardtiltingposture.The

resultsofthisstudyindicatethatfatthicknessatthehipcorrelateswiththedistributionofseating

pressures.Furthermore,thesubject'scentersofgravityweremademoveforwardbytheuseoflumbar

support(p<0.05),thedistributionoforessu è expandedmorewithaRohocushion血anwith theother

twocushions(afloorcushionandanordinarycushionmadefrom urethane).Thefindingsofthis

studysupportpreviousstudiesinthatindividualandcontinuousassessmentisessentialtoproviding

thebestcushionandpressure-reliefteclmiquesforeachpatient･
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(68) 車椅子座庄分布に及ぼす腎部脂肪量と座位姿勢 ･クッションの影響

】 はじめに

座位や車椅子上での座面圧測定は,安楽姿勢

保持 ･得癒予防 ･脊柱変形予防等の目的で行わ

れ各種の報告がなされている｡特に裾癒予防の

研究では車椅子用クッションの除圧効果の比較

や特性評価が検討され,平野等4 は座圧という

観点から車椅子クッションの開発を検討してい

る｡筆者等 5､6.は,平成9年度から車椅子及び

車椅子用クッションについて,これらを利用す

る障害者を対象に座圧分布計測等を行い,障害

による特徴や傾向を把握 し車椅子やクッション

の適応選択のための評価法やデータの蓄積を同

様に行ってきた｡

しかし,これまでの研究は主として車椅子や

シー ト等ハードウェアの側から分析が多 く,ソ

フトウェアの側からの検討が少ないように見受

けられる｡すなわち,使用者の体脂肪と椅子上

の接触面積 との関係については,谷本等2 は肥

満度の大きい被験者ほど大きく,椅子の種類に

よても異なることを明らかにしているが,腎部

の脂肪量との関係については言及していない｡

また,使用者の姿勢と圧力分散の影響について

は,藤谷等 7′による圧力分散と座位の安定性を

静的,動的バランスから比較 した研究はあるが

利用者の姿勢とランバーサポー トとの関係につ

いて検討した研究は見られない｡そこで,今回,

健常者を対象に①腎部の脂肪量の多きが座庄分

布に及ぼす影響②使用者の姿勢の影響,特にラ

ンバーサポー トを使用 した座位姿勢及び体幹前

屈30度位での座庄分布の変化を分析すること,

以上2点を研究の目的とし実験を行い,ひとつ

の知見を得たので報告する｡

11 対象と方法

1)対象

20才から28才までの男性 5名,女性 6名から

なる健康成人11名で平均年齢は21.8±3.3才で

ある｡男性 5名の体重は平均64.1±5.6kg,身

長は平均168.8±3.1cm,大腿長は平均39.4±1.3

cm,腎部周径は平均95.4±6.8cmである｡女性

の体重は平均50±3.8kg,身長は平均157.5±5.5

cm,大腿長は平均37.4±1.8cm,腎部周径は平

均89±2.0cmである｡大腿長を除いていずれも

危険率 5%未満で有意に男性群の値が高かった｡

実験に際して本人にその目的を説明し了解を得

た上で実施した｡

2)測定機器

座庄分布測定装置はFSA (ForceSensing

A汀ay)ver3.1(タカノ)を使用 した｡これは,48

cm四方,縦横15×15の圧センサー (1個 1inch,

中心間隔3cm,厚さ0.4mm)の座庄計測マット,

データ変換用インターフェイスボックス及び

パーソナルコンピュータ(以後パソコンと略す)

で構成されている｡統計値 としては感覚セン

サー数,平均圧力,最大圧力,標準偏差,重心

等を表示でき,圧力値は0-300mmHgまで測定

可 能で あ る｡体脂肪量 の測定 は体 脂肪 計

FITNESSANALYZERBET-3000(ケット科学研

究所KK)を用いた｡この装置は近赤外線を利

用し,その特定波長帯が体脂肪によって,特徴

的に吸収される性質を利用したものであり,水

中体重法との間に高い相関を得ており,その測

定式はは54.91-28.35×NIR (近赤外線スペ

クトル値)となっている呂｡そして,体脂肪率

の測定個所は右上腕二頭筋頂点とした｡なお,

最大座圧 は裾唐 を引 き起 こす条件 とされる

200mmHgに設定 した｡さらに,生体角度 ･関

節角度訓練装置 MA-100(アニマKK)を用い,

体幹前屈30度で音が鳴 り出す ようなバ イオ

フィー ドバック設定をすることで,同一姿勢条

件下での比較を行った｡

3)実験に使用 した車椅子及びクッ

ション,ランバーサポート

車椅子は標準型車椅子の座面と比 し

て,得癒予防用クッション等の性能を最大限引

き出すといわれるWheely社のプレー ト車椅子

とした｡このプレー ト車椅子は座面が一般的に

よく用いられているビニルレザー製ではなくス

チール製で座位時にたわみが生じないという特

徴がある｡クッションは市販の厚さ3cm程のウ

レタンの入った布製カバーのウレタンクッショ

ン,厚さ4cmの車椅子クッションラテックス(ブ

リジス トン社),そして,ロホクッション (ア
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ビリティズ社)を用いた｡ロホクッションは,

セル式エアークッションで64個の空気セル連結

の高さ10cmを使用 した｡ランバーサポー トは背

もたれ部が9段階に調節できるバックマシーン

(シーティーエス社)を用いた｡背もたれ部の

調節は被験者個々の胸腰椎の形状に合わせて行

い,脊柱の自然な前轡が生じるようにした｡

4)測定方法

測定は,まず車椅子の座面マット無しの場合

とマット有 りの場合で比較 し,有 りの場合は,

ウレタンクッション,車椅子クッション,ロホ

クッションの順で各被験者に車椅子座位姿勢を

とらせ座庄分布を比較した｡前述した座庄計測

マッ吊まマット無しの場合,直接車椅子プレー

ト座面に置いて計測 し,マット有 りの場合は

マットの上に乗せて計測 した｡また各姿勢でラ

ンバーサポー トを利用した座位姿勢及び30度体

幹前屈位を設定し同様に座庄分布を比較 した｡

被験者は短パンと半袖のシャツを着用し,服の

シワが座庄分布に影響 しないようにした｡そし

て,背もたれ部に軽 く触れる程度に座 り,前方

をまっすぐ見て,両手は大腿の上に置き,大腿

は床に平行な状態で測定した｡座圧分布の記録

は先行研究5)に倣い 測定開始後2分以内でパ

ソコンモニター上の座庄分布が安定した時点と

した｡なお,測定は全て当短期大学部日常生活
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図 1 各座面での座圧分布の比較

活動実習室で行った｡

5)分析方法

車椅子姿勢でシー ト用センサーマットが接触

している部分の座庄分布 (感知センサー数を支

持面積の指標とした),平均座圧をクッション無

しのプレート座位姿勢及び各クッションで比較

した｡また,ランバーサポート利用時及び体幹

30度前屈位での座圧分布や重心移動等について

も分析 した｡さらに,体脂肪量の違いによる座

圧分布の比較も行い分析 した｡平均座圧をマッ

ト無し座位姿勢及び各クッションの群間比較で

は一元配置分散分析を用い,有意水準 5%で有

意差を認めたものには最小有意差法を用いて比

較 した｡

Ill 結 果

1)クッションの有無及び種類間に関する座

圧分布,平均座圧,最高座圧の比較

①クッションがある場合と無い場合及び種類

間の座庄分布比較

クッションがある場合と無い場合の差違は先

行研究5 と同様,明らかにある場合が感知セン

サー数 (支持面積の指標)が有意に多かった

(図 1 )｡しかし,ウレタンクッションを含め

クッション間の差は見られなかった｡先行研

究5 ではウレタンクッションとロホクッション
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ではウレタンクッションの方が有意に感知セン

サー数が多かったが今回の実験は有意な変化は

見られなかった｡

②クッションがある場合と無い場合及び種類

間の平均座庄比較

クッションがある場合と無い場合の比較は先

行研究5′と同様にクッションのあった方が平均

座圧は有意に高かったが,クッション間の差は

見られなかった (図2)｡

③クッションがある場合と無い場合及び種類

間の最高座庄比較

クッションがある場合と無い場合の比較では,

クッションの無いプレー ト座面では最高座圧が

上限値を越えたため,ウレタンクッションと車

椅子クッション,ロホクッションの3種類比較

を行った｡先行研究と同様クッションがある方

が最高座圧は低いことが示された｡クッション

間ではウレタンクッションと車椅子クッション,

ロホクッションの間には有意差はあったが車椅

子クッションとロホクッションの問には有意差

は見られなかった (図3)｡

2)腎部の平均座圧,重圧分布,最高座圧と

の関係

被験者の体脂肪量を測定したところ男女比較

で有意に女性群の体脂肪が多かった (図4)｡

そこで男女2群に分け,クッション無しで平均

座圧を比較 したところ有意に男性群が高い値を

示 していた (図 5)｡また,座圧分布は女性群

が有意に小さい値を示 していた (図6)｡ そこ

で,座庄分布に占める体重の割合を男女別に比

較 したところ有意に女性群が大きな値を占めて

いた (図7)｡

最高座圧については,両群の値が全て測定上

限値を越えたためたため比較できなかった｡

3)ランバーサポー トによる重心移動の変化

クッション無しのプレー ト座席,ウレタンクッ

ション座席,車椅子クッション座席,ロホクッ

ション座席でランバーサポー ト装着前と装着後

による重心移動の前後方向移動距離を測定し比

較 したところ有意に装着前より前方に移動 して

いた (図8)｡また,ロホクッション座位が他

のクッション座位の重心より前方に移動してい

た｡

4)体幹前屈30度姿勢での各座位姿勢におけ

る座圧分布,平均座圧,最高座圧の比較

体幹前屈30度姿勢で座庄分布が有意に小さく

なったのはロホクッションのみであった(図9)｡

平均座圧ではクッション間に有意差は見られな

かった｡最高座圧ではクッション無 しの座席で

体幹前屈30度姿勢が有意に低い傾向があり,ウ

レタンクッション座席では有意差が認められた

(図10)｡しかし,車椅子クッションやロホクッ

ションでは有意差は認められなかった｡

Ⅳ考察

1)クッションの有無に関する座圧分布の比

戟

クッションなしと3種類のクッションの座庄

分布の一元配置分散分析結果ではクッションが

無い場合,平均座圧,最大圧は有意に高かった｡

座庄分布は有意にクッションの有る方が大 き

かった｡このことは除圧機能を持った適切な

クッションの処方が長時間の座位時に必要だと

いうこれまでの先行研究の結果を支持している｡

しかし,クッション間の比較ではウレタンクッ

ションと車椅子クッション,ロホクッションの

問で最高座圧に有意な差が認められたものの車

椅子クッションとロホクッションの間では有意

な差が認められていない｡この結果は市販のウ

レタンクッションでも素材の弾性によるクッ

ション効果があり,その使用の仕方によっては

有効に使用可能なことを示 している｡ただ,今

回は2分間という時間設定であり,長時間使用

した場合のクッション機能の検討が必要であろ

う｡
2)体脂肪量と平均座圧,座庄分布,最高座

圧 との関係

結果2)で示 した様に,クッション無 しのプ

レー ト座席では有意に体重も重 く,腎部周径の

大 きい男性群が平均座圧も座庄分布の値が大き

かったのに対 し,座庄/体重の値,すなわち1

kgあたりの座圧分布 (センサー数)は有意に,

女性群が大きかった｡このことは座面と接触 し

た部分が伸びて広がった可能性を示 し腎部の生

体組織である男女の背部脂肪量との違いが関係
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していることが考えられた｡すなわち成人女性

では男性に比 して腎部大腿部に脂肪が着 く傾向

があると言われており91,このことが影響 した

ものと考えた｡先行研究10.では,袴癖の原因と

して腎部接触面生体組織の硬さについて言及し

たものがあ り,体容量指数 (BodyMassIndex,

BMI)の値が小さい者は高いという報告がある｡

今 回 体 脂 肪 測 定 に 使 用 し たFITNESS

ANALYZER BET-3000(ケ ッ ト科学研究所 K

K)は上腕二頭筋筋腹の脂肪量を測定すること

により全体の脂肪量及びその割合を推定してい

るものであるが,腎部,特に坐骨部脂肪の厚さ

を示すより直接的なデータの検討は極めて重要

であると考える｡すなわち,脊髄損傷に代表さ

れる肥満度は高値でも坐骨部の筋萎縮が著明で

脂肪量が少なく樽痕を生じるケースもあり,今

級,障害の程度や状況も含め坐骨部の脂肪量と

座庄分布に焦点をあてた検討をすることが必要

であろう｡

3)ランバーサポートによる重心移動の変化

について

先行研究9-では得癖を引き起こす原因として

多 くの危険国子があげられているが姿勢に関連

した危険因子 として特に骨盤の後方傾斜 (仙骨

座 り)と脊柱前轡の減少の二つが指摘されてい

る｡そして,対麻痔者では脊柱の前轡が減少し

健常者1.5倍の荷重が坐骨 と仙骨部に負荷され

ていたと報告 している｡今回の実験ではラン

バーサポー トを使用 した場合,しない場合と比

較 して前方-移動 していた (図9)｡そして興

味あることは座圧分布の比較でウレタンクッ

ションと比較 して有意にロホクッションの座庄

分布が拡大 していた (図10)｡このことは1)

で述べたクッションの有無に関する座庄分布の

比較では見られなかったクッション間の差がラ

ンバーサポー トを組み合わせたことにより生 じ

たものと考える｡すなわち,ロホクッションの

場合,エアーマットのため座圧の分散能が高く,

垂心が前方に有意に移動したことからランバー

サポー トによる腰部の支持性が高まり,脊柱の

前轡が自然に近い状態となりその結果他のクッ

ションに比 して大腿前方部に圧力分散を拡大し

たものと考えられる｡しかし,どの程度前方に

座圧が分散したかは今回の実験では不明であり,

また,背もたれ部の圧力変化を測定しておらず,

ランバーサポート使用時の圧力分散とそのメカ

ニズムについて,さらに,検討する必要がある

と思われる｡

4)体幹前屈30度姿勢での各座位姿勢におけ

る支持面積,平均座圧,最高座圧の比較

一般に樽癒予防のために座圧の軽減につなが

るプッシュアップや体幹を前屈 したり左右に体

幹を倒すことが励行されている｡先行研究⊥oJで

は体幹前屈位では坐骨部への圧力が軽減される

ことが示されているが今回の実験では体幹前屈

30度姿勢で支持面積が有意に小さくなったのは

ロホクッションのみであり,このクッションの

もつ座庄分散能の有効性を示 したものと考えた｡

平均座圧ではクッション間に有意差は見られな

かった｡最高座圧ではクッション無 しの座席で

体幹前屈30度姿勢が有意に低い傾向があり,ウ

レタンクッション座席では有意差が認められて

いる｡このことは姿勢変化による座圧の調整が

可能であるという先行研究の結果を支持 してい

る｡しかし,最高座圧や平均座圧の面からは一

般によく用いられている車椅子クッションやロ

ホクッションでは明確に示されなかった｡この

ことは前述 したように2分間という測定時間や

静的姿勢という条件を考えたより長時間での検

討と動的姿勢での検討が必要であることを示 し

ている｡

∨ 結 論

1)健常人を対象にした本研究ではクッショ

ンが無い場合,平均座圧,最高圧は有意に高

かった｡座圧分布は有意にクッションの有る方

が広 く,各種クッションの有用性が確かめられ

た｡

2)体脂肪の男女比較の結果と座圧/休重の

値から,特に腎部の脂肪量は座圧や座庄分布に

影響を与えていることが示唆された｡

3)ランバーサポー トを使用すると使用前と

比較して重心は前方に移動 していることが明ら

かになった｡さらに,座庄分布でクッション間
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の差違がロホクッションの場合有意に生 じてい

た｡これはランバーサポー トを使用 した結果脊

柱の自然な前轡が促され,腰部の支持性が高ま

り,重心が前方に移動 したことで大腿部にも座

圧が分散されたことで生 じたものと考えた｡

4)体幹前屈30度姿勢で座庄分布が有意に小

さくなったのはロホクッションのみであり,他

のクッションと比較 してこのクッションのもつ

庄分散能の有効さを示 したものと考えた｡最高

座圧ではクッション無 しの座席で体幹前屈30度

姿勢が有意に低い傾向があ り,ウレタンクッ

ション座席では有意差が認められていた｡この

ことは体幹前屈位では坐骨部への圧力が軽減さ

れるという先行研究の結果を支持 していた｡

5)今後の課題 として,車椅子上での実験条

件の検討,背部,特に坐骨部脂肪量の計測に関

する基礎データの蓄積,ランバーサポー トと各

種クッションの組み合わせによる座庄分布の特

性についての検討等を行 う必要があると考えた｡

なお,本研究は平成10年度新エネルギー ･産

業技術総合開発機構 (略称NEDO)からの委

託事業の一環として行われたものである｡
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